
・目的
近年の健康ブームの中、患者から嗜好品と薬
の関係について質問を受ける機会が多くなり、
特に飲酒に関する質問が多い。
そこで患者の飲酒の有無と薬への影響に関す
る認識の調査を行った。

・調査方法
ふたば薬局４店 （福島市2店・伊達市1店・伊
達郡1店）のアンケート記入方式により行った。

・調査期間 平成18年1月の2週間を中心

・対象 20代～80代 男性209名、女性219名
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飲酒状況（2）
どんなときに飲むか
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飲酒状況（5）

• 毎日飲酒する傾向は高年層が多い

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

毎日定期的に飲酒する

アルコールと薬の併用で影響がある
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飲酒習慣のある方の疾患有無

疾患名（人）

血圧, 86

循環器系, 34
糖尿, 19

アレルギー,
12

安定剤, 10
睡眠剤, 9
PPI, 9

内服なし, 69
血圧
循環器系
糖尿
アレルギー
安定剤
睡眠剤
PPI
内服なし

（複数回答）

疾患別の飲酒状況

• 睡眠剤や安定剤服用者は飲酒に気をつけている

疾患別飲酒状況
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影響があると答えた方への質問

• 睡眠剤に影響があるとの回答者が多かった。

130

83 84

12

68

0

20

40

60

80

100

120

140

睡眠
剤

中枢
神経
系
痛み
止め

ビタ
ミン
剤
その
他

どのような薬に影響があると思うか（複数回答可）

医師に飲酒状況を話しているか

• 医師への飲酒の自己申告は半数以上されていない

医師に飲酒状態を話しているか(飲酒者限定回答）

話している, 47%

話していない, 53%

考察
• 毎日定期的に飲酒することの多い60～70代
の患者は同時に服用薬の種類が増える年代
であり、アルコールとの相互作用が懸念され
る。

• アルコールの薬への影響を認識しながらもア
ルコールと睡眠薬・安定剤の併用をしている
患者が少数いた。

• 約7割の患者がアルコールが薬に影響を及
ぼすと認識しているが、実際医師に飲酒状況
を申告している患者は飲酒者の約半数に留
まった。

まとめ

60代以上では睡眠剤を含む薬剤服用率が
高く患者は飲酒状況を医師・薬剤師に伝える
ことが必要と考えられる。
また、私たち薬剤師が飲酒患者に対し適切
な服薬指導をすることが大切である。

特に相互作用の認識がありながらもアルコー
ルと薬剤を併用している患者に対する指導が
これからの課題である。
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飲酒の薬剤への影響に関する認識度調査飲酒の薬剤への影響に関する認識度調査

飲酒状況（3）

• ストレスの発散での飲酒は若年層の方が多い
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飲酒状況（4）

• 付き合いでの飲酒は年代を追うごとに低下傾向
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